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に比べて TAT が有意i･こ高値を示 した.Clと CH:す

べてにおいて有意差はみられなかった.以上の結果より,

SAliにおいては,Clおよび CH よりも凝固機構全般

が克進 していると推察された.

4〕DIC 症 候群 を合併 した,肝陣病変 を有す る

T細胞型悪 性 りン･べ睦の 2例

鮎 霊鳥 '曽我 諌臣 嬬 貫赤十字病院)

で死亡 した悪性 Hンぺ膝 (.HU の 2例を報告する. 2

例はいづれもT細胞塾でありき肝陣腰を伴い,死後肝病

変が確認 された.症例 上:59才,女性.1987.頚部 リン

パ節腰大で入院 し,ML Lennert病変を伴 うT細胞

リンパ腫,骨髄浸潤を伴 う病期Ⅳの診断であった.CVP

療法後,翌日 DIC を伴い肺出血,消化管出血,意識障

害で死亡 した..tyr18.2秒.APTT56.2秒,F♭g74,

FDPIO,血小板 1.7であった.症例2:53才,男性.

不明熱で入院 し CT 他で肝碑腰が見られたが,表在性,

深部りンべ節瞳大 (-)であった.IJr709,6.AFrr25.3

枚 Fbg207,ドロp28.6.ATm81.q｡,TAT60.5.Plc

3,2,血小板2,0.経過観察中,肺炎,肺出血で死亡 し,

死後の針生検で肝に MTl陽性 ML が診断された.考

察 :肝碑病変と DⅠC症候群の関連性が示唆され,報告

する.

億の動態 と両者間の解離例の解析
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FDP高値にもかかわらずDダイマー比較的低値を示

す解離例の頻度,凝血芋的所見を検討 し.解離の機序を

考察 した.各橡疾患患者から得た371検体を対象に,FDP

とDダイマ-の同時測定を行 った.概 して FDP とD

ダ仁て--｣ま良好な正相関 Lr-0.871,p<0.0001)を示

し.凝固,線溶糸ともほぼ平行 して活性化されるものと

考えられたが.FDP あるいはDダ†て-高値例の 11.5

%に両者の解離 (DD/FDP 比≦0,3)を認めた.解離

群は非解離群に比 し凝固線溶活性化が軽度であった.解

離群の中でも 0.1<DD./FDP比≦0.3の例では7 (7

りン分解と-7(ブリノナン分解が同時にふL')れ DD:::n)P

923

比≦().1の解離例では瞬間活性化は殆んと認めず,一部

イマーの解離の機序として,プラスミリあるいはプラス

ミン以外のプロテアーゼによるフイブIjjゲソ分解,可

溶性 7 (ブりン,血清検体に残存する非凝固性フ (ブり

ノゲソの関与などが考えられた.

61特 発性第Ⅷ 因 子 インヒビ タ一再こよる凝固障

害の 1例

醸 聡 ･小山 覚 を琵蓋訳 撃転 質)

患者は68才女性.主訴は皮下血腫.1993年 2月左肘

関節iこ皮下出血斑が出現 し,7月になり出血部位の瞳張

と落痛が生 じたため,近医を受診 L m の延長を認

めたため,当料紹介され8月3日入院.検査所魔では PT

1020b..m 85.3秒.FbiB7mg:I-:mi .FT)P<10/Lg!m1,

第Ⅷ田子活性 39..,第Ⅸ田子活性67%,第X田子活件 116

0,6.第XI因子活性55%,第Ⅷ因子関連抗原2259,61 第Ⅷ

内子 (ンヒビヤ- 10BLUnllであった.以 Lより特発

性第Ⅷ因子 インヒビターによる凝固障害と診断 した.柴

朴歯とピタミソC製剤にて外来経過観察 していたが,出

血傾向が増強 したため再入院 し,PSL40mgにて治療

を開始 した.出血傾向はすふやかに改善,第Ⅷ因子 イン

ヒビターは治療開始後約11週で消失 した. しかしPSL10

mgまで減量後.Am の延長傾向を認めている.

千)特発性血小板減少性紫斑病に対す るセフ ァ

ランチ ソ大量療法の試み

英田 雅酎 高井 和江 (

新 潟 市 民

血 液 科 病 院 )

ステロイ ドをこ対する反応不十分あるいはステロイ ド使

用困難な ITP iこ七77ランナソ 60mg.p'日の投与を試

みた. 対象は6例で男 1,女5例.年令26-80才,曜病

期間 2-6ケ月,セファランチソの投与期間は5-32ケ

月であった.

投与前の血小板数は 1.CN)0---36,000(平均 17,000)で

投与後 27,000-1(札 000(平均 61,0001に増加 した. ス

テロイ ドに不応であった 2例はセファランチソ単独で

100.000(うt)1例は摘牌例)に増加 し,他の2例は有

効,無効は2例であった,副作用は認められなかった.

少数例の検討であるが有効例 もみられたのでセファラ

ンチソは TTPに試みる価値のある-治療法と思われる.


